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皆
さ
ん
は
、「
芦
屋
市
高
齢
者
権
利
擁

護
委
員
会
」
と
い
う
組
織
が
あ
る
の
を
、

ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
の
委
員
会
は
、
平
成
十
八
年
に
「
高

齢
者
虐
待
の
防
止
策
及
び
そ
の
他
の
権
利

侵
害
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
権
利
を
守

る
た
め
の
支
援
策
の
検
討
等
を
行
う
」
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
全
国
的
に
も
高
齢
者

虐
待
が
広
が
っ
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
中
で
、
芦
屋
市
に
お
い
て
も
何
ら
か

の
対
応
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
刻

な
状
況
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
芦

屋
市
に
お
け
る
調
査
結
果
か
ら
わ
か
っ
て

き
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
に
は
、
具
体
的
な
虐
待
ケ
ー
ス

に
対
す
る
支
援
方
法
の
検
討
を
行
う
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
、
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
権
利
擁
護
の
仕
組
み
の
検
討
を
行
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
各
地
の
実
践
的
な
虐
待
対
応

の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
「
芦
屋
市
高
齢
者

虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
地

域
に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援
シ
ス
テ
ム
の

具
体
的
な
検
討
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
個
別
の
虐
待
事
例
の
検
討
や
当
事
者

へ
の
対
応
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

国
が
平
成
十
八
年
度
に
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
全
国
千
八
百
二
十
九
市
町
村
で

受
け
た
養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
総
数
は
、
一
万
八
千
三
百
九
十

三
件
で
、
こ
の
う
ち
市
町
村
が
虐
待
を
受

け
た
ま
た
は
受
け
た
と
思
わ
れ
た
と
判
断

し
た
事
例
は
一
万
二
千
五
百
七
十
五
件

（　

・
４
％
）あ
り
ま
し
た
。
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つ
ま
り
、
一
市
町
村
あ
た
り
十
件
以
上

の
相
談
・
通
報
が
あ
り
、
約
七
件
の
虐
待

　
「
虐
待
」と
聞
く
と
、思
わ
ず「
ド
キ
ッ
」

と
し
ま
す
ね
。
確
か
に
、
命
に
関
わ
る
よ

う
な
状
態
で
、
緊
急
対
応
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
は
日
常
的

に
困
っ
た
状
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、
当
事

者
が
自
分
た
ち
で
改
善
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

も
、
虐
待
を
行
っ
て
い
る「
養
護
者
」等
も
、

実
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
何
ら
か
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

高
齢
者
自
身
の
病
気
や
心
身
の
状
態
の

悪
化
、「
養
護
者
」の
増
大
す
る
介
護
負
担
、

「
養
護
者
」に
精
神
的
な
障
害
等
が
あ
る
場

合
、経
済
的
な
問
題（
生
活
の
困
窮
や
多
額

の
債
務
等
）な
ど
、深
刻
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
虐
待
者
＝
悪
者
で
、
被
虐
待

者
＝
善
意
の
弱
者
と
い
う
単
純
な
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
何
ら
か
の
社
会

的
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
な
の

だ
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
で
き
る
限
り
早
く
見
つ
け

　

虐
待
へ
の
緊
急
対
応
と
し
て
「
分
離
」

と
い
う
方
法
を
と
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
に
被
害
か
ら
逃
れ
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
相
互
に
必
要
な

社
会
的
な
支
援
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ま

ず
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
暮
ら
し
を
見
つ

け
る
こ
と
（
＝
自
立
支
援
）
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
む
し

ろ
、
難
し
い
の
は
「
分
離
」
を
し
な
い
で

現
状
の
暮
ら
し
を
続
け
な
が
ら
改
善
を
図

る
こ
と
で
す
。「
見
守
り
」と
い
う
対
応
が

あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
誰
が
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
「
見
守
る
」
の
か
、
そ
の
後
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
の
具
体
的

な
方
針
や
計
画
が
な
い
と
実
は
社
会
的
な

「
放
置
」
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
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こ
う
し
た
委
員
会
の
設
置
や
活
動
は
、

全
国
的
に
も
先
駆
的
な
取
り
組
み
と
い
え

ま
す
。
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が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
容
は
身
体

的
虐
待
が　

・
１
％
、
心
理
的
虐
待
が　

・

64

35

６
％
、
介
護
等
放
棄　

・
４
％
、
経
済
的

29

虐
待
が　

・
４
%
、
性
的
虐
待
０
・
７
％

27

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
兵
庫
県
に
お
け
る
平
成
十
八
年

度
の
養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
総
数
は
、
七
百
十
九
件
あ
り
、

そ
の
中
の
六
百
二
十
九
件（　

・
５
％
）に
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虐
待
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

�
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�

て
、
必
要
な
手
立
て
を
み
ん
な
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。「
通
報
」や「
相

談
」は
、そ
う
し
た
救
済
の
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。

　

虐
待
種
別
は
、
身
体
的
虐
待
が　

・
０

69

％
、
介
護
等
放
棄　

・
８
％
、
経
済
的
虐

28

待　

・
７
％
、
心
理
的
虐
待　

・
８
％
、

26

23

性
的
虐
待
０
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
十
八
年
・
十
九
年
度
と

も
に
、
全
国
の
一
市
町
村
あ
た
り
の
数
字

を
大
き
く
上
回
る
通
報
・
相
談
件
数
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
状
況
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
具
体
的
な

対
応
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

決
し
て
悪
者
を
や
っ
つ
け
る
と
か
、
他

人
の
悪
口
を
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
支
援

を
必
要
す
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
ご
理
解
い

た
だ
き
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。
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り
ま
す
。
こ
の
場
合
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
わ
る
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
に
な
る
場
合
も

多
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

権
利
擁
護
は
虐
待
対
応
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
消
費
者
被
害
の
救
済
や
成
年
後

見
制
度
の
利
用
支
援
等
の
取
り
組
み
も
あ

り
ま
す
。
地
域
の
中
で
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
は
、
誰
も
が
遭
遇
す
る
こ

う
し
た
社
会
的
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る

専
門
的
な
支
援
機
関
も
必
要
で
す
。
芦
屋

市
高
齢
者
権
利
擁
護
委
員
会
で
は
今
年
度

の
検
討
課
題
と
し
て
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
具
体
的
な
機
能
や
役
割
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え

て
く
だ
さ
い
ね
。

�������� ������������	��
　日本福祉大学社会福祉学部卒
業、桃山学院大学大学院修士課
程終了。障害福祉施設で25年従
事。現在は地域での権利擁護支
援活動を行っている。桃山学院
大学大学院非常勤講師（障害者
福祉論）。兵庫県、芦屋市、西宮
市等で各種福祉関係委員会等の
委員。主な著書は「障害者福祉
論（ミネルヴァ書房）」等。�����

　虐待・財産侵害・多
重債務・成年後見等、
高齢者の権利に関する
ご相談を受け付けます。

�����

���　８月19日（火）
①午後１時30分～②午
後２時30分～　���
市民相談室（市役所南
館地下１階）　���
�　弁護士・司法書士・
社会福祉士　����
�　事前に下記へ

�������

��������

�����

� � � � �

��������

���　８月23日（土）午後１時30
分開場（２時開演）　���　ルナ・
ホール　���　ハイジ：浜口 順
子／ロッテンマイエル：今 陽子／
セバスチャン：石塚 義之　����
〈全席指定〉3,000円（当日3,500円）
ペア5,000円（前売のみ）　�����
���　市民センター事務所、グ
リル業平、市役所売店、ローソン
チケット（Ｌコード56313）
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���　①８月９日（土）②８月10
日（日）各午後１時～４時　���
ホール　���　どなたでも、い
つからでも参加自由　���　①
「あつまりの力－点－」ホールにみ
んなでたくさんの点を描こう！②
「セレクション・コレクション」お
気に入りの点を見つけ自分だけの
コレクションを作ろう！ （持ち帰
り可）　����　各日100円

���　８月19日・26日（火）午前
10時～正午＜全２回＞　���　
美術博物館体験学習室　���　
小学２年生以上　�����500円
（２回分）※高校生以上、要観覧料
����　水彩絵の具・シャープ
ペンシル・ノック式消しゴム・小
筆(実費350円程度)　�����
　８月８日までに、住所・氏名・電話
（ファクス）番号をファクスで下記へ

��������	
��� �������	
��� �������	
�

���　８月22日（金）
午後１時30分～３時　
���　講義室　��
�　歌・加藤純子、ピ
アノ・沖倫子、I LOVE
ASHIYA　�����
要観覧料　※歌集のな
いかたは、歌集代1,000
円(『愛唱名歌』野ばら
社)が必要です

　阪急・JR・阪神電車から、印
のポイントをチェックして進
むと美術博物館
まで迷わずたど
り着けるマップ
を差し上げます。
�����　市
役所受付、美術
博物館、ラポル
テ市民サービス
コーナー、市民
センターほか

���������

�������	
��
���

�

������������ � � � � �

　「平和への祈りと願い」を
込めて、平和の鐘を高らかに
鳴らしましょう。ふるって
ご参加ください。
���　８月15日（金）
　　　　①午前11時45分～
　　　　　午後０時15分
　　　　②正午～午後１時
���　①市民センター玄関
　　　　　南側築山
　　　　②市民センター

���　①“優愛の鐘”を鳴らす②軽食付イベント開催

 �������	�うんじゃ隊の友／手の中の悪魔
 �����　　  ミャンマーサイクロン　中国四川省地震
　　　　　　　　　　　　　　　義援金募集中
��������  美しいまちを未来に。全市景観地区に指定
�����　　   県立海洋体育館　親子でヨット
 　　　　　　　  木佐貫選手・坂本選手とスクールランチ　
 ���������気軽にできる　カンタンストレッチ　　　
�����　   　   土地公売情報　　　　
 ������　　 思い出の海　芦屋浜・打出浜
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� � � � � � � 	 
 �

�����������	
���作家のこだわり～谷崎の愛した小道具

���　７月５日～９月28日、午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）　���
展示室　���　谷崎潤一郎の書籍・原稿・書簡・遺愛品、文房具を中心とした、
谷崎こだわりの小道具（透かし彫りの入ったペーパーナイフ、楽器を模した硯、螺鈿
細工の模様を散りばめた筆など）も展示　����　300円

�������	�
��
���������	�����

���　８月９日～31日、午前10時～午後５時（最終日３時まで）　����ロビー
���　ダイヤモンドの粒子がついた針でガラスの表面を彫ることによりできる繊
細な美しい作品を展示　����　300円

�������	
����
�������

���　８月19日（火）午前10時30分～正午　����講義室　���　795首の和
歌が登場する源氏物語。その和歌にスポットを当て、和歌の楽しみ方等をひも解く
���　作家・楠田立身氏（現代歌人協会会員。日本ペンクラブ会員。歌集「象」「武者
返し」「津森村」ほか）　����　3,000円　���　20人　�����　上記へ　

�������	
��
�������

���　８月19日（火）①写経・午後１時～２時②講話・午後２時～３時30分　���
講義室　���　心のよりどころや生き方など、玄奘三蔵の伝法仏の教えを学ぶ　
���　法相宗大本山薬師寺執事・生駒基達師　����　2,500円（写経代別）　�
��　20人　�����　上記へ　

��������	
��
�����������

���　８月30日（土）午前10時30分～午後１時30分　����講義室　���　今
年は源氏物語の千年紀、男・光源氏をめぐる女達の話、男としての源氏の立場など
���　武庫川女子大学文学部教授・たつみ都志氏　����　4,000円（食事代含
む）　���　24人　�����　上記へ　
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������������������������������
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���　８月26日（火）午前10時～11時30分　����ウィザスあしや　���　主食の絵本
とおやつの絵本～絵本を選ぶちから～　���　「絵本で子育て」センター絵本講師���　
子育て中・子育て支援にかかわるかた20人（０歳児から同伴可）　�����　２歳から就学前
児・先着８人（300円）　�����　講座名・住所・氏名・電話（ファクス）番号、子ども同伴・一時
保育は子どもの生年月日を記入し、はがき・電話・ファクスまたは上記窓口へ

�������	
��
�����

���　８月１日～28日（平日・第１土曜日）午前９時～午後５
時15分　����ウィザスあしや　����絵・郡司みはる、
文・大和田啓子「ムツとわたし」の原画展
��������	
��
���������������	


���　①８月１日（金）午後２時10分～３時②８日（金）午後１
時30分～３時③22日（金）午後１時30分～３時④29日（金）午前10
時～午後０時30分　����ウィザスあしや会議室Ｅ　���
①紙芝居「大阪大空襲」〈講師・池島彊氏〉／戦争体験を聞く交流会
②「戦争体験と平和を語る」 〈講師・広瀬忠子氏（芦屋市婦人会会長）〉③朗読会「お母さんの木」
〈新日本婦人の会芦屋支部〉／ 腹話術「戦争の思い出」〈講師・安達浦子氏〉④講演「戦時下の女
性・私の戦争体験から」〈講師・佐々木静子氏（弁護士）〉／絵本朗読劇「ムツとわたし」〈青空カン
パニー〉／フォーラム「今を生きる女性と男性」佐々木弁護士と大学生
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�����　８月25日（月）午前10時～正午
������ウィザスあしや　
������子育て中の親（祖父母も含む）
　　　　　　と子ども（２歳以上～就学前）
�����　２歳～就学前児
　　　　　　　・先着８人
������１人300円
�����　８月１日から
　　　　　　電話または
　　　　　　上記窓口へ
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���　金曜日（第１のみ土曜日）午後１時～４時
����ウィザスあしや　
�������	
��
������

�������	
��
�������

���　８月６日・20日（水）午後１時～４時
����ウィザスあしや　
����夫や親しい関係にある男性からの
　　　　暴力（ＤＶ）
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　この基金は、阪神・淡路大震災で得た尊い経験と教訓を
次の世代に継承し、災害に強いまちづくりを進めるため、
皆さんの寄附と市の財源をあわせて設立した基金です。
　次のような活動に助成しますので、ご活用ください。
①被災地または被災地以外での被災者の自立支援、被災
　地域の復旧および復興を支援する活動
②防災意識の高揚および自主防災組織の構築に関する活動
③防災及び復興に関するボランティアの育成
④阪神・淡路大震災の教訓を語り継ぐ活動
⑤阪神・淡路大震災に係る災害や復興に関する資料展示
⑥阪神・淡路大震災に係る慰霊及び追悼に関する事業
⑦その他市長が必要と認める活動
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　くらしのきもの資料館協
力による「着物柄に見る戦
争」・「戦時中の新聞」等展示
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���　８月６日（水）午前10時～11時30分　
���　市民センター講義室　
���　先着60人　
�����　直接会場へ
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　夏の夕べ、あんどんのともしびの中
で、芝生に足を伸ばして親子で映画を
お楽しみください。
���　８月20
日（水）日没～※
雨天の場合、８
月25日（月）順延
���　総合公
園陸上競技場（陽
光町1-1）　���
��　森のリト
ルギャング

���　９月６日（土）午後５時30分
開場（６時15分開演）　���　ルナ・
ホール　�����　4,000円（全席自
由）　���　第１部・日本の美しき
こころの歌、第２部・世界の歌めぐ
り　��������　市役所売店、
市民センター事務所、グリル業平、ロー
ソンチケット（Ｌコード59978）、チケッ
トぴあ（Ｐコード297-467）、神戸コン
サート協会（チケット郵送可）
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